
                                                

 

（２０１６年９月） 

ハイチ共和国・政治・経済・社会情勢月報 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 政治（内政，外交） 
（１）ハイチ内政・外交 
● ２日 在ベナン・ハイチ大使館の閉鎖／大統領選挙に向け，ハイチ政府と米州機構（ＯＡＳ）との間で選挙

監視団派遣に係る合意文書への署名が行われた。／１０月９日の大統領等選挙における政党委任員数

は昨年の９１万７，０６８人から大幅に減少し１２万７，５６２人となった。委任員の登録は各政党

からネットで行われ，人数の削減について批判は出ていない。 
● ５日 ３月から８月までのハイチ情勢及び国連ハイチ安定化ミッション（ＭＩＮＵＳＴＡＨ）に関する事務

総長報告書が提出された。選挙，ガバナンス，司法，治安等各分野についての報告において，ハイチ

の脆弱さが指摘された。また，暫定大統領の任期が過ぎており，議会による任期延長のための措置も

とられていない中，全ての関係者に対し予定されているとおり選挙を実施するよう呼びかけている。 
● ８日 投票所の仕切りやインクなどの選挙物資を積んだ最後の貨物が到着した。調達業者は南アフリカ系企

業が落札している。／資金洗浄対策についての具体策を１１月までに講じなければ，ハイチ向け送金

の抑制措置をとるとの米国の決定を受け，８月末に緊急に閣議決定された資金洗浄の罰則に係る改正

法案が，下院で可決された。残るは上院の可決であるが，７日の審議は議事定数が足りず承認が見送

られている。 
●１５日 ＯＡＳ選挙監視団がハイチに到着し，デリエンヌ（Pierrot DELIENNE）外務大臣と面会した。 
●１６日 ドバイから輸送された選挙資材のうち，投票用紙等の機微な物品（投票用紙，選挙調書，政党委任員

証等）が到着した。 
●１８日 国連ハイチ安定化ミッション（ＭＩＮＵＳＴＡＨ）から，チリ部隊が撤退することが決定された。 
●２０日 第７１回国連総会開会演説において，潘基文事務総長がハイチにおけるコレラ問題について言及，「コ

レラによりハイチ国民が被った甚大なる苦しみに対し遺憾の意と心痛を覚える」と述べた。／プリヴ

ェール（暫定）大統領は，国連工業開発機関（ＵＮＩＤＯ）事業の国内展開について，工業戦略・政

策の策定やＵＮＩＤＯフィールドオフィスの機能強化に関し通商・産業大臣等閣僚と協議を行った。 
●２１日 国連総会出席のためＮＹを訪問中のプリヴェール（暫定）大統領はオバマ大統領と数分間の立ち話に

て，選挙，移民，地域の安定化について話を行った。その際，米国大統領から１０月９日の選挙実施

＜ポイント＞ 

【政治】 

●国連ハイチ安定化ミッション（ＭＩＮＵＳＴＡＨ）から，チリ部隊が撤退することが決定さ

れた。（１８日） 
●第７１回国連総会開会演説において，潘基文事務総長がハイチにおけるコレラ問題について

言及。（２０日） 

●国連総会にプリヴェール（暫定）大統領が出席，一般討論演説を行った。（２３日） 

【経済・社会】 

●８月インフレ率，前年同月比＋１２．４％。 



                                                

 

の重要性について発言があった。 
●２３日 プリヴェール（暫定）大統領は一般討論演説を行い，移民問題，コレラ対策への国際社会からの支援

呼びかけ，選挙実施の重要性について述べた。 
●２９日 ナバロ（David NABARRO）事務総長特使は，コレラ対策及びコレラ被害者への対応として，国連が

１８１百万ドルの資金支援を呼びかけることを発表した。 
（２）日・ハイチ関係 
●１４日 ハイチ南東県ジャクメル（Jacmel）市のジャクメル（サン・ミシェル）病院において，平成２４年度

対ハイチ無償資金協力「南東県ジャクメル病院整備計画」の引渡式を実施。 
 
２ 経済・社会 
● ２日 ポルトープランス市サンフィル地区において，銀行に立ち寄った後に車輌で移動中のスペイン国籍の

修道女及び同乗者が武装した集団に襲撃に遭い，銃撃により修道女が死亡した。 
● ５日 ２０１６年－１７年度の新学期が開始された。 
● ８日 アルティボニット県サンマルク市において，マイアミから運び込まれた古着の積み荷から，重機６５

挺，銃弾１万２，０００発，防弾チョッキ５着等が押収された。 
●２０日 バハマに不法移民として入国を試みていた１１７名のハイチ人が逮捕された。国際移住機関（ＩＯＭ）

によれば最大で５万人のハイチ人がバハマに居住しており，同国における移民の４０～８０％はハイ

チ人が占めている。 
●    ８月インフレ率，前年同月比＋１２．４％。 
 
３ 文化・その他 
● １日 ２０１０年の大地震から６年，ハイチ人初の地球物理学者が誕生した。米国パデュー大学からの奨学 

金を受け，同大学にて本年地球物理学の博士号を取得した Steeve Julien Symithe 氏は国内で地震等 
についての研究を続ける。 

●２１日 ここ１０年間でイスラム教が国内で広く普及している。少なくとも５，０００人のイスラム教徒がい 
るとみられ，外務・宗務省の調査では３６のモスクと約５０のコーラン学校が確認されている。 

●２７日 ハイチで初の開催を予定していたＬＧＢＴＩのイベント（Festival Massimidi）が主催ＮＧＯへの脅 
迫・暴力により延期された。 
 
 


